

	月
	教材名
	配当時数

領域・事項
	◆学習目標主な学習活動
	評価規準
	学習指導要領

との関連

（１）指導事項

（２）言語活動例

	四月
	こえに　出して　よもう

シーソーに　のったら
	1時間
読む
	◆シーソーに乗って見える風景の想像を楽しみ，語のまとまりや繰り返しなどに気をつけながら音読する。

1 詩を読んで感じたことを発表する。

2 繰り返しに気をつけながら，友達と音読を工夫して読み合う。
	【関】詩の表している内容を思い浮かべようとしている。

【読】シーソーに乗っている気持ちが表れるように音読している。

【言】言葉によって，経験や思いを表すことができることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	おはなしを　きこう

ぼく，だんごむし
	1時間
読む
	◆読み聞かせを聞いて，新しい発見や感想を交流する。

1 読み聞かせを聞く。

2 聞いて発見したことや，思ったことを友達に話したり聞いたりする。
	【関】様子を思い浮かべながら読み聞かせを聞こうとしている。

【読】初めて知ったことや思ったことを交流し，感想を深めている。

【言】言葉によって，事物の名称や様子を表すことができることに気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	としょかんへ　いこう
	1時間
書く
	◆読んだ本の題名や感じたことなどをカードに書く。

1 図書室に行き，読んでみたい本を探す。

2 読んだ本について，感じたことをカードに書く。
	【関】読んでみたい本を見つけようとしている。

【書】読んで感じたこと心に残ったことを短くカードに書いている。

【言】言葉によって，経験を書きとめたり，伝えたりできることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	あたらしい　かん字を学ぼう①
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 学校に関係のある言葉の漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)



	
	たろうの　ともだち
	10時間
読む
	◆物語のおもしろさを感じて，声に出して読む。

1 物語を読んで感じたことを発表し合う。

2 登場人物の機嫌が悪い様子を視写する。

3 こおろぎ，ひよこ，ねこ，犬，たろうの様子に気をつけて音読する。
	【関】興味をもって物語を読み，感じたことを表そうとしている。

【読】登場人物の様子や気持ちを考えて音読している。

【言】物語の会話文を読むことによって，言葉で思いを伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	かたかな
	2時間
伝国
	◆かたかなで書く言葉を理解し，正しく使い分ける。

1 かたかなで書く語の種類を理解する。

2 かたかなで書く語を集め，文中で正しく使う。
	【関】身の回りからかたかなで書く言葉を意欲的に探している。

【言】ふつうはかたかなで書く言葉を，その種類によっておおよそ分類している。
	(1) 伝国ウ(ア)



	五月
	できたら　いいな
	8時間
話す・聞く
	◆できるようになりたいことや，やってみたいことを，みんなに聞こえるように話し，聞き合う。

1 できるようになりたいことや，やってみたいことを見つける。

2 理由や自分の思っていることを入れて，話す順序を決め，友達に話す。

3 スピーチを聞いて思ったことを話し手に伝える。
	【関】友達に伝えたいことを見つけようとしている。

【話】聞き手を見ながら，相手に伝わる声とていねいな言葉で，できるようになりたいことを話している。

【言】言葉で表すことによって，経験や感想を伝えることができることに気づいている。
	(1) Aア
伝国イ(ア)

(2) Aエ



	
	あたらしい　かん字を　学ぼう②
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 人を表す言葉や体に関係のある言葉の漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)



	
	つばめの　すだち
	12時間
読む
	◆つばめのひなが巣立つまでを，時間や事柄の順序をおさえながら読み取る。

1 読んで初めて知ったことを発表し合う。

2 ひなが巣立つまでに親がすることとひなの成長を，時間順に表などにまとめて書く。

3 つばめの様子とその理由について，叙述に基づいて話し合う。
	【関】つばめの成長についての説明を興味をもって読んでいる。

【読】親つばめがすることとひなの成長を,時間に沿ってとらえている。

【言】言葉によって，物事を順序立てて説明できることに気づいている。

【言】文末の表現に注意して文章を読んでいる。
	(1) Cイ
伝国イ(ア)
伝国イ(キ)

(2) Cエ



	
	なかまの　ことば
	2時間
伝国
	◆同じ仲間の言葉を理解して分類する。

1 本文を読んで，言葉は，意味をもとに仲間分けができることを知る。

2 乗り物，花，野菜などについて，同じ仲間の言葉集めをする。
	【関】ある語の下位に分類される同じ仲間の言葉を，身の回りから意欲的に探し出そうとしている。

【言】与えられた言葉を上位語の中に分類している。
	(1) 伝国イ(ウ)



	
	一年生で　学んだ　かん字①
	2時間
伝国
	◆一年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 一年生で学習した漢字を読んだり，ノートに書いたりする。

2 提示された漢字を使って短文を作り，友達と交換して誤りを直す。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ウ)



	六月
	あたらしい　かん字を学ぼう③
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 動きを表す言葉の漢字の使い方を理解し，送りがなに気をつけて書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)



	
	自分の　声で
	4時間
話す・聞く
	◆作品に表されている言葉のおもしろさを味わい，姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意して，声に出して読む。

1 それぞれの詩を読んでおもしろいところや思ったことを話し合う。

2 読む速さや声の大きさ，区切り方など，どんな工夫をして読むか発表し合う。

3 工夫した読み方を発表し合い，感想を交流する。
	【関】詩を声に出して，楽しんで読んでいる。

【話】速さや声の大きさ，区切り方を工夫しながら声に出して読んでいる。

【言】鎌倉時代に書かれた詩を読んで，感じたことを交流している。
	(1) Aウ
伝国ア(ア)



	
	この　まえ　あったこと
	16時間
書く
	◆身のまわりの出来事の中から題材を選び，順序に気をつけて書く。

1 書きたいことを選ぶ。

2 順に思い出してメモカードに書く。

3 メモをもとに作文を書く。

4 友達と聞き合い，つけ加えたり直したりする。
	【関】出来事の大体の順序を思い出して伝えようとしている。

【書】出来事の様子がわかるように順序に気をつけて書いている。

【言】言葉で表すことによって，経験したことを順序立てて伝えられることに気づいている。
	(1) Bイ
伝国イ(ア)

(2) Bイ



	
	まる，てん，かぎ
	2時間
伝国
	◆句読点やかぎかっこの使い方を理解し，正しく使って文章を書く。

1 読点の打ち方によって意味が違う文章を読んで，句読点の役割を理解する。

2 句読点，かぎ（「 」）を文章の中で使って書く。
	【関】句読点やかぎかっこを使うことによって，文章が読みやすくなることに気づいている。

【言】句読点やかぎかっこをおおむね正しく使って文章を書いている。
	(1) 伝国イ(オ)



	
	あたらしい　かん字を学ぼう④
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 季節や時を表す言葉の漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	七月
	お手紙
	13時間
読む
	◆登場人物の「かえるくん」と「がまくん」の気持ちを，二人の行動や会話などから想像しながら読む。

1 読んで感じたことを話し合う。

2 言ったことに注意しながら，それぞれの場面での登場人物の心情の変化を読み取る。

3 読み取ったことのまとめとして，登場人物にあてて手紙を書く。
	【関】登場人物の気持ちを考え，楽しみながら読もうとしている。

【読】場面の様子やかえるくんやがまくんの気持ちを，叙述をもとに想像しながら読み，自分の考えをもっている。

【言】会話の部分が誰の発言かを，話の流れに即して理解している。
	(1) Cウ
伝国イ(カ)
伝国イ(キ)

(2) Cア



	
	手紙を　こうかんしよう
	10時間
書く
	◆友達に伝えたいことや，聞いてみたいことを手紙に書いて，交換し合う。

1 手紙を書きたい相手と伝えたい事柄を決める。

2 相手にわかるように順序を考え，丁寧に手紙を書く。

3 読み直して間違いなどに気づき直す。

4 手紙を渡して読み合い，返事を書く。
	【関】受け取る相手のことを考えて手紙を書くことを楽しんでいる。

【書】相手にわかるように順序を考え,丁寧に手紙を書いている。

【書】まちがいを見つけ正そうとしている。

【言】言葉で表すことによって，知らせたいことや知りたいことを伝えられることに気づいている。
	(1) Bイ
Bエ
伝国イ(ア)

(2) Bオ



	
	ことばを　見つけよう
	2時間
伝国
	◆いくつかの短い単語を国語辞典の見出し語として探し，単語の五十音順の配列のしくみについて理解する。

1 「た」で始まる二文字の言葉を探す。

2 ほかの文字から始まる二文字の言葉を探す。

3 ひらがなの言葉集めを通して，ひらがなの五十音の並びを理解する。
	【関】いくつかの短い単語を国語辞典の見出し語として探そうとしている。

【言】単語の五十音順の配列のしくみについておおよそ理解している。
	(1) 伝国イ(イ)



	
	あまんさんの　へや

ことば
	1時間
読む
	◆紹介された本を読み，読書の楽しさを味わう。

1 教材文を読み，筆者が出会った本をどうとらえているかを知る。

2 紹介されている本の中から気に入った本を選んだり，関連して読んでみたい本を探し，友達と紹介し合ったリ，感想を交流したりする。
	【関】紹介されている本に興味をもち，読みたい本を探そうとしている。

【読】紹介されている本を読み比べたり，関連して読んでみたい本を探したりしている。

【言】文末の表現に注意して文章を読んでいる。
	(1) Cカ
伝国イ(キ)

(2) Cオ



	九月
	雨のうた
	2時間
読む
	◆雨が出す音を想像して楽しむとともに，自分の経験や想像を生かして音読する。

1 雨の日に聞こえてきた音を発表し合う。

2 詩を読んで感じたことを話し合う。

3 雨が降る様子を想像しながら，声に出して読み方を工夫する。
	【関】詩を工夫して読もうとしている。

【読】雨の降る様子を読み方で表現している。

【言】言葉によって，様子や音を表すことができることに気づいている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	一年生で学んだかん字②
	2時間
伝国
	◆一年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 一年生で学習した漢字を読んだり，ノートに書いたりする。

2 提示された漢字を使って短文を作り，友達と交換して誤りを直す。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	新しいかん字を学ぼう⑤
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 反対の意味を表す言葉の漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	夏休みの思い出
	8時間
話す・聞く
	◆自分の経験の中から，友達に伝えたいことを選んでわかりやすく話す。

1 夏休みの思い出の中で伝えたいことを決め，どんな出来事だったかメモする。

2 相手に伝わるように，出来事の順に丁寧な言葉で話す。

3 わかりやすく話せたか振り返る。
	【関】夏休みの出来事を思い出し，伝えたいことについて思いを深めている。

【話】順序を表す言葉を用いたり，丁寧な言葉遣いで話したり，わかりやすく話そうとしたりしている。

【言】言葉で表すことによって，経験したことを順序立てて伝えることができることに気づいている。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	なにをつたえようとしているの
	8時間
書く
	◆見たこと，知っていることなどの中から書くことを決め，伝えたい事柄を説明する文章を書く。

1 教材に示された絵文字や標識が何を表しているか話し合う。

2 身の回りの絵文字を見つけたり，あったらいいと思う絵文字を考えたりして，それが表していることを説明する文章を書く。

3 発表し合い，必要なことが説明されているか確かめ合う。
	【関】絵文字や標識に関心をもち，何を伝えようとしているか考えている。

【書】絵文字や標識について，何を伝えるもので,どんなところに必要なものかを説明する文章を書いている。

【言】言葉や記号のもつ伝達の機能に気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)

(2) Bウ

Bエ



	十月
	見て，聞いて，さわって
	14時間
書く
	◆生き物を観察して気づいたことをメモにまとめ，整理して順序よく書く。

1 動植物などを観察して，色，大きさ，形，匂い，触った感じなどをメモする。

2 メモをもとに順序よく書く。

3 書いたものを読み合って感じたことを伝え合う。
	【関】生き物に親しみ，細かく観察しようとしている。

【書】生き物を，見て，聞いて，触って感じたことを詳しくメモし，メモをもとに順序よく文章に書き表している。

【言】言葉で表すことによって，観察したものの様子を詳しく伝えることができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)

(2) Bイ



	
	本を大切にしよう
	5時間
書く
	◆図書館の本を扱うときに気をつけることをまとめてポスターや標語を作る。

1 いつも学校図書館をどんなふうに利用しているか発表し合う。

2 図書館で大切なことを話し合う。

3 図書館の本を扱うときに気をつけることをまとめてポスターや標語を作る。
	【関】学校図書館の使い方に関心をもって，話し合ったり書いたりしている。

【書】学校図書館を利用するときに気をつけたいことを，的確に文章で書き表している。

【言】言葉で表すことによって，多くの人に情報を伝えることができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	新しいかん字を学ぼう⑥
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 方角や道，乗り物に関わる言葉の漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	きつねのおきゃくさま
	12時間
読む
	◆きつねや動物たちの行動や様子に気をつけて，気持ちを想像しながら読む。

1 教材を読んで感じたことや考えたことを話し合う。

2 きつねに対する動物たちの呼びかけ方の変化と，きつねの気持ちの変化をまとめる。

3 ひよことあひるとうさぎがお墓を作ったときの気持ちや様子を想像して発表し合う。
	【関】物語を読んで，繰り返しのおもしろさを楽しんでいる。

【読】「おきゃくさま」が増えるたびに繰り返されるやり取りと，きつねの気持ちの変化を，最後の場面と関連させて読み取っている。

【言】言葉で表すことによって，感じたことや想像したことを伝えることができることに気づいている。
	(1) Cウ
伝国イ(ア)

(2) Cオ



	十一月
	しゅ語とじゅつ語
	2時間
伝国
	◆文の構成要素として主語と述語があることを，例文作成等を通じて理解する。

1 主語と述語のはたらきを理解する。

2 主語と述語の整った文を作る。
	【関】主語と述語のはたらきを理解しようとしている。

【言】文の中から主語と述語の関係を抜き出している。
	(1) 伝国イ(カ)



	
	一年生で学んだかん字③
	2時間
伝国
	◆一年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 一年生で学習した漢字を読んだり，ノートに書いたりする。

2 提示された漢字を使って短文を作り，友達と交換して誤りを直す。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	新しいかん字を学ぼう⑦
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 場所や建物に関わる言葉の漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	たねのたび
	10時間
読む
	◆植物が種をさまざまな方法で飛ばして仲間を増やす仕組みを，大事な言葉や文に注意しながら読み取る。

1 教材を読んで，初めて知ったことや不思議だなと思ったことを発表する。

2 読み取ったそれぞれの草花の種の運ばれ方を写真で確かめて，文章の中の言葉を使って表にまとめる。

3 草花の種について書かれている本を読み，調べたことを発表する。
	【関】植物の種の運び方に興味をもって読んでいる。

【読】三つの植物の仲間の増やし方を，適切な言葉を用いて，表にまとめている。

【言】言葉で表すことによって，事物の関係を説明したり，比較したりできることに気づいている。
	(1) Cエ
伝国イ(ア)

(2) Cウ



	
	なかま分けをしよう
	6時間
書く
	◆言葉には仲間があることを知り，仲間分けをして，説明する文章を書く。

1 教材を読んで言葉に仲間があることを知る。

2 言葉集めをして，仲間分けをする。

3 仲間分けした理由を入れて文章を書く。
	【関】興味をもって言葉を集めたり分けたりすることに取り組んでいる。

【書】三つの仲間について，理由を入れて説明する文章を書いている。

【言】相互に関係のある語句が一つのまとまりを構成し，その上位に位置づく語句があることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ウ)



	
	ことばのいみと読み方
	2時間
伝国
	◆同音異義語を進んで探し，アクセントやイントネーションによって，意味が変わることを理解する。

1 声に出して教材を読み，読み方によって意味が異なることを理解する。

2 同じ音でも意味が異なる例を考え発表する。
	【関】アクセントの異なる同音異義語を身の回りからいくつか探そうとしている。

【言】アクセントやイントネーションによって，単語や文の意味が違ってくることを理解している。
	(1) 伝国イ(イ)



	
	お月夜
	2時間
読む
	◆月夜の情景を想像しながら，擬音語に気をつけて音読すること。

1 擬音語に注意しながら詩を音読する。

2 場面を想像しながら読む。
	【関】擬音語のおもしろさを楽しんで音読している。

【読】場面を想像しながら音読している。

【言】言葉によって，事物の様子を伝えることができることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア



	十二月
	新しいかん字を学ぼう⑧
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 同じ部分をもつ漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	わたしのはっけん
	12時間
書く
	◆身のまわりのことで発見したことを，書く事柄のつながりを考えて書き，読み直してまちがいなどを直す。

1 身のまわりのことで発見したことをメモする。

2 書く事柄を整理して，語と語，文と文のつながりに注意しながら書く。

3 わかりにくいところや誤りなどを直す。

4 友達と読み合ったり発表したりする。
	【関】書きたいことを見つけて伝えようとしている。

【書】書く事柄のつながりを考えて文章を書いている。

【書】自分の書いた文章を見直し，よりよくしようとしている。

【言】文章の中で，長音，拗音，促音，撥音，助詞などを正しく表記している。

【言】文章の中で，句読点やかぎを正しく使っている。

【言】主語と述語の照応関係を整えて文章を書いている。
	(1) Bウ
Bエ
伝国イ(エ)
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)

(2) Bエ



	
	電話でつたえよう
	5時間
話す・聞く
	◆伝える事柄を順序よく考え，大事なことを落とさずに話したり，聞いたりする。

１ 冬休みの連絡の大事な部分を見つける。

2 交代で聞き役になって，冬休みの連絡の大事なところを落とさずに聞き取る。

3 大事なことを落とさず，聞いたり伝えたりするにはどうしたらよいか話し合う。
	【関】大事なところを見つけようとしながら聞いている。

【話】大事なところを落とさずに聞き取ろうと，聞き返すなどの工夫をしている。

【言】言葉で表すことによって，事物の内容を詳しく伝えることができることに気づいている。
	(1) Aエ
伝国イ(ア)

(2) Aウ



	
	かさこじぞう
	8時間
読む
	◆場面の様子について想像を広げながら，昔話を読む。

1 教材を読み，感想を発表し合う。

2 グループで役割を決め，様子が伝わるように工夫して音読する。

3 他の昔話を読んで，友達と紹介し合う。
	【関】興味をもって昔話を読んでいる。

【読】会話，行動や様子から気持ちや人柄を考えている。

【言】言葉で表すことによって，感じたことや想像したことを伝えることができることに気づいている。
	(1) Cウ
伝国ア(ア)

(2) Cイ



	一月
	きぜつライオン
	12時間
書く
	◆さし絵や教材文（書き出し）を手がかりに，お話の続きを想像して書く。

1 絵と教材文から，ライオンがどうして気絶したのか考える。

2 ライオンが気絶したわけを考えながら，目が覚めたときの続き話を想像して書く。
	【関】ライオンが気絶したわけを考えたり，続きを楽しんで想像したりしている。

【書】登場人物の特徴や関係を生かし，会話や様子を表す言葉を入れて書いている。

【言】言葉で表すことによって，想像したことを伝えることができることに気づいている。
	(1) Bウ
伝国イ(ア)

(2) Bア



	
	一年生で学んだかん字④
	2時間
伝国
	◆一年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 一年生で学習した漢字を読んだり，ノートに書いたりする。

2 提示された漢字を使って短文を作り，友達と交換して誤りを直す。


	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	新しいかん字を学ぼう⑨
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 色，形，数を表す漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	紙パックで，こまを作ろう
	9時間
読む
	◆事柄の順序を考えながら文章を読み，こまの作り方をつかむ。

1 どんなところに気をつけて読んだら，こまが上手に作れるか話し合う。

2 文章と図を対応させながら読んでこまを作り，読み取ったことを確かめる。
3 自分が好きな手作りおもちゃや遊びについて,作り方・遊び方を説明する文章を書き,発表する。
	【関】説明の文章を丁寧に読んでこまを作ろうとしている。

【読】場所や数字など細かいところに気をつけながら，順序に注意して説明を読んでいる。

【言】言葉によって,物事を順序立てて説明できることに気づいている。
	(1) Cイ
伝国イ(ア)

(2) Cウ



	二月
	コンテストに出すこまをきめよう
	10時間
話す・聞く
	◆こまのコンテストに出すために観点に合ったこまを選び，理由を示しながら考えを述べ，話し合いにより決める。

1 何について話し合うかをはっきりさせ，自分の意見をもつ。

2 理由をつけて意見を述べ話し合い，グループの代表のこまを決める。

3 代表のこまの特徴が伝わるよう，声の大きさや順序を考えてスピーチを行う。
	【関】自分の意見をもち，話し合いに参加しようとしている。

【話】話し合いの目的をきちんと意識し，友達の意見を聞いてグループの結論をまとめようとしている。

【言】言葉で表すことによって，考えたことを伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Aオ
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	
	にたいみのことば
	2時間
伝国
	◆類義語について理解し，言葉を使い分ける。

1 教材文から似た意味の言葉を集める。

2 似た意味で違う表現を文の中で工夫して書く。
	【関】類義語を使い分けることの意義について考えている。

【言】与えられた単語の類義語をいくつかあげることができている。
	(1) 伝国イ(ウ)



	
	一年生で学んだかん字⑤
	2時間
伝国
	◆一年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 一年生で学習した漢字を読んだり，ノートに書いたりする。

2 提示された漢字を使って短文を作り，友達と交換して誤りを直す。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方や書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ウ)



	
	新しいかん字を学ぼう⑩
	2時間
伝国
	◆二年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 表に示された漢字を正しく読んだり書いたりする。

2 景色，生き物，食べ物に関わる漢字の使い方を理解して書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ウ)

	
	くまさん
	2時間
読む
	◆くまさんの行動や気持ちを，自分の経験と比べながら読み，思ったことや考えたことを発表する。

1 詩を読んで思ったことを話し合う。

2 様子を思い浮かべながら音読する。
	【関】詩を声に出して読もうとしている。

【読】自分の経験と照らして，詩のおもしろいところ，感じたことを話している。

【言】言葉で表すことによって，思ったことを伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	三月
	フレデリック
	11時間
読む
	◆人物の行動や気持ちを想像して読み，自分の考えをまとめて発表し合う。

1 教材を読んで感じたこと，考えたことを話し合う。

2 みんなが働いているときのフレデリックの様子について考える。
3 みんなは最後にフレデリックをどう思ったのかを考え，話し合う。
4 フレデリックがしたことや話したことについて感想を書き，友達と読み合う。
	【関】おもしろいところ，わからないところを見つけながら読もうとしている。

【読】登場人物の行動や気持ちについて,自分の思いや考えをまとめて発表し合っている。

【言】読んで感じたことや想像したことを言葉で表すことによって伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cエ



	
	みんなの思い出
	16時間
書く
	◆一年間で心に残っていることを思い出して詩に書き，みんなで読み合う。

1 一年間で心に残っていることを思い出し，書く。

2 題材を決め詩を書く。

3 友達の詩を読み合う。
	【関】一年間のことを思い出し，詩を書こうとしている。

【書】自分の気持ちに合う言葉を選んで詩を作り，読み合ってそのよさを見つけている。

【言】言葉で表すことによって，経験したことを表現したり，感想を伝え合ったりすることができることに気づいている。
	(1) Bオ
伝国イ(ア)

(2) Bア


評価規準             【関】…国語への関心・意欲・態度，【話】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと，


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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